
 

 

 

令和５年度全国学力・学習状況調査の結果について 
 

１ 調査の目的 

・全市的な児童生徒の学力や学習状況を把握・分析し、教育施策の成果と課題を検証し、その改善を図る。 

・学校及び中学校ブロックにおける児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てる。 

・教育に関する継続的な検証改善サイクルの確立に役立てる。 

 

２ 調査の概要 

(1) 調査実施日  令和５年４月１８日（火） 

          ※英語「話すこと」調査の実施日：令和５年４月１８日（火）～５月２６日（金） 

(2)  調査対象   小学校・義務教育学校（前期課程）第６学年 

          中学校・義務教育学校（後期課程）・特別支援学校（中学部）第３学年 

(3) 本市の調査実施校数等 

・小学校（６６校）、義務教育学校前期課程（３校） 

４，６４６名（内 義務教２２６名） 

・中学校（３２校）、義務教育学校後期課程（３校）、特別支援学校中学部（１校） 

４，１９５名（内 義務教２０８名、特別支援学校４名） 

(4) 調査内容 

ア 教科に関する調査 

小学校：国語、算数 

中学校：国語、数学、英語 

イ 質問紙調査 

① 児童生徒用（質問数 小学校５９問、中学校７２問） 

学習意欲、学習方法、学習環境、生活の諸側面等に関する質問紙調査 

② 学校用  （質問数 小学校８１問、中学校８９問） 

学校における指導方法に関する取組や学校における人的・物的な教育条件の整備の状況等に関する質

問紙調査 

 

３ 結果 

(1) 教科に関する調査 

  令和５年度 

教科等 
姫路市 

平均正答率 

全国 

平均正答率 

小学校第６学年、 

義務教育学校前期課程第６学年 

 

国語 ６４ ６７ 

 

算数 ６１ ６３ 

中学校第３学年、 

義務教育学校後期課程第３学年 

特別支援学校中学部第３学年 

 

国語 ６８ ７０ 

 

数学 ５１ ５１ 

 

英語 ４６ ４６ 

（注）学力面において、細かい桁による微小な差異は、実質的な違いを示すものではないため、 

平均正答率においては小数点以下を四捨五入した結果を示している。 

 

 

 

 



(2) 質問紙調査（抜粋） 

（注） 昨年度の項目に加えて、近年本市の課題と捉えているものを表示している。 

（注） 下記の数値は各設問において、肯定的な回答をした割合である。 

（注）  結果の分析においては、肯定的回答率の差が、無い場合は「同程度」、±0.1～±5.0の場合は「やや上回る（下回る）」、

±5.1～±10.0の場合は「上回る（下回る）」、±10.１～の場合は「大きく上回る（下回る）」としている。 

 

H30 H3１ R3 R4 R5 H30 H3１ R3 R4 R5

市 － 65.1 53.5 53.8 57.3 － 50.9 57.9 58.7 59.2

国 － 64.2 58.4 59.2 61.5 － 61.7 60.8 61.9 61.4

市 57.9 64.5 66.9 60.4 57.1 50.4 51.7 57.1 54.9 52.5

国 64.0 68.6 67.8 62.5 61.4 53.9 57.9 59.1 58.1 56.7

市 70.2 53.6 50.7

国 69.3 56.0 51.9

市 75.2 78.5 76.4 74.5 76.8 68.3 65.6 78.5 69.4 71.8

国 76.7 77.7 78.2 77.3 78.8 73.8 74.8 81.0 79.2 79.2

市 59.6 61.7 61.9 64.9 61.3 44.1 42.1 53.4 54.6 50.3

国 61.0 62.5 63.5 65.4 63.7 53.8 55.8 62.0 63.3 62.1

市 78.9 72.6 77.2 79.1 80.8 74.2 64.6 72.4 72.7 75.9

国 77.7 74.1 78.8 80.1 81.8 76.3 72.8 77.8 78.7 79.7

市 － 36.9 60.8 78.0 86.2 － 26.7 36.8 76.4 75.8

国 － 30.6 40.1 83.2 86.3 － 30.6 33.4 80.6 87.5

市 66.6 69.9 71.7 69.2 67.6 45.0 43.5 60.8 52.7 49.0

国 67.6 71.5 74.0 71.1 70.7 52.1 50.4 63.5 58.5 55.0

市 38.1 38.7 37.1 34.3 36.5 28.6 26.3 28.2 27.7 29.3

国 41.1 39.8 37.4 36.4 37.3 30.9 27.0 28.9 27.3 28.4

市 － 72.1 － 69.2 68.8 － 65.0 － 66.9 65.7

国 － 75.0 － 73.1 71.8 － 68.0 － 68.2 66.0

市 96.3 97.6 96.7 96.9 97.0 96.0 95.6 96.1 96.0 95.5

国 96.8 97.1 96.8 96.8 96.9 95.5 95.1 95.9 96.4 95.5

市 84.5 82.7 75.2 78.3 82.0 78.8 72.2 77.4 78.5 79.2

国 84.0 81.2 76.9 79.3 83.5 78.8 74.1 76.2 78.5 80.0

市 95.4 96.4 96.6 96.1 96.2 95.4 93.3 95.8 95.5 95.5

国 95.2 95.2 95.5 95.1 95.9 94.9 94.3 95.0 95.0 94.6

市 48.4 54.7 53.4 53.8 80.9 35.1 36.4 45.4 41.7 68.1

国 49.9 54.5 52.4 51.3 76.8 38.7 39.4 43.8 40.7 63.9

質問事項
小学校 中学校

児

童

生

徒

質

問

紙

1
【学習への興味】
国語の勉強は好きですか。

2
【学習への興味】
算数・数学の勉強は好きですか。

3
【学習への興味】
英語の勉強は好きですか。

4

【主体的・対話的で深い学び】
今までに受けた授業では、課題の解決に向
けて、自分で考え、自分から取り組んでい
たと思いますか。

5

【主体的・対話的で深い学び】
今までに受けた授業の中で、自分の考えを
発表する機会では、自分の考えがうまく伝
わるよう、資料や文章、話の組立てなどを
工夫して発表していたと思いますか。

6

【主体的・対話的で深い学び】
学級の友達との間で話し合う活動を通じ
て、自分の考えを深めたり、広げたりする
ことができていると思いますか。

7

【ICTを活用した学習状況】
前年度までに受けた授業で、ＰＣ・タブ
レットなどのＩＣＴ機器を、どの程度使用
しましたか（週1回以上）

8

【家庭学習】
家で、自分で計画を立てて勉強しています
か（学校の授業の予習や復習を含みま
す）。

9

【読書活動】
学校の授業時間以外に普段（月～金曜
日）、１日当たりどれくらいの時間、読書
をしますか（電子書籍の読書も含みます。
教科書や参考書、漫画や雑誌は除きま
す）。※３０分以上の割合

10
【読書活動】
読書は好きですか。

11
【規範意識】
いじめは、どんな理由があってもいけない
ことだと思いますか。

12
【自尊感情】
自分にはよいところがあると思いますか。

13

【社会参画力】
人の役に立つ人間になりたいと思います
か。

14

【社会参画力】
地域や社会をよくするために何かしてみた
いと思いますか。
※R5より文言が変わっています。

 
 

 

 

 

 



H30 H31 R3 R4 R5 H30 H31 R3 R4 R５

市 97.1 92.8 94.3 98.6 98.6 88.5 97.2 88.9 85.7 94.5

国 94.7 95.1 94.4 94.8 96.3 90.2 91.3 90.6 91.3 94.1

市 100.0 95.6 92.8 95.6 95.7 85.7 91.4 91.6 88.6 97.2

国 94.9 95.4 93.6 94.2 96.2 93.1 93.4 92.7 93.3 95.2

市 94.2 89.8 87.2 78.2 82.6 82.9 85.7 83.3 85.7 91.7

国 90.6 89.6 85.7 82.0 86.7 85.2 86.4 87.2 79.7 83.2

市 95.6 92.8 85.8 88.4 88.4 91.5 85.7 77.8 80.0 86.1

国 93.0 89.3 88.1 88.0 89.0 92.6 88.0 86.9 88.2 87.7

市 98.5 94.2 97.2 100.0 100.0 97.2 100.0 97.3 100.0 97.2

国 73.0 80.8 86.6 86.2 95.8 74.8 80.8 87.8 87.7 89.1

市 94.2 100.0 97.2 95.7 98.5 91.5 88.6 88.9 82.9 80.6

国 96.7 99.3 98.1 97.7 98.5 90.9 96.4 93.9 92.7 94.7

市 98.5 98.6 92.9 95.7 98.5 91.4 91.4 83.3 62.9 61.1

国 97.7 97.8 95.7 94.6 95.9 90.4 90.4 85.3 77.5 82.1

市 75.4 81.1 60.0 65.2 68.1 82.9 88.5 83.3 80.0 77.7

国 69.5 70.6 57.4 48.2 58.2 76.5 76.2 65.1 58.0 67.3

市 88.4 82.6 74.3 75.4 91.3 94.2 82.8 88.9 85.7 91.7

国 63.1 65.0 59.1 52.7 60.6 69.2 68.0 65.0 61.1 66.8

市 94.2 89.8 78.5 75.4 78.2 94.3 97.2 80.6 60.0 77.8

国 63.3 60.6 48.1 44.5 53.6 64.0 60.0 48.5 47.6 54.7

質問事項
小学校 中学校

学

校

質

問

紙

1

【指導計画】
教育課程表（全体計画や年間指導計画等）
について、各教科等の教育目標や内容の相
互関連が分かるように作成している。※R5
より文言が変わっています。

2

【指導計画】
児童生徒の姿や地域の現状等に関する調査
や各種データなどに基づき、教育課程を編
成し、実施し、評価して改善を図る一連の
PDCAサイクルを確立している。

【小中連携・小小連携】
前年度までに、近隣の小中学校と、授業研
究を行うなど、合同で研修を行いました
か。

3

【指導計画】
教育課程の趣旨について、家庭や地域との
共有を図る取組を行っていますか。

4

【授業改善】
習得・活用及び探究の学習過程を見通した
指導方法の改善及び工夫をした。

5

【授業改善】
調査対象である児童生徒に対する指導にお
いて、前年度に、教員が大型提示装置等の
ＩＣＴを活用した授業を1クラス当りどの程
度行いましたか。（週1回以上）

9

【小中連携・小小連携】
前年度までに、近隣等の小中学校と、教科
の教育課程の接続や、教科に関する共通の
目標設定等、教育課程に関する共通の取組
を行いましたか。

10

【小中連携・小小連携】
前年度の全国学力・学習状況調査の分析結
果について、近隣の小中学校と成果や課題
を共有しましたか。

6
【研修体制】
授業研究や事例研究等、実践的な研修を
行っていますか。

7

【地域との関わり】
保護者や地域の人が学校の美化、登下校の
見守り、学習・部活動支援、放課後支援、
学校行事の運営等の活動に参加しています
か。

8

 
 

児童生徒質問紙 

○【主体的・対話的で深い学び】小学校は、国をやや下回った。中学校は、国をやや下回った項目と

下回った項目、大きく下回った項目があった。中学校については、同様の結果が続いている。 

〇【ICTを活用した学習状況】小学校では、平成 31年度以降大幅に上昇しているが、中学校では、上

昇が止まり、国を大きく下回った。 

○【家庭学習】小学校は、国をやや下回った。中学校は、国を下回った。中学校については、同様の

結果が続いている。 

 

学校質問紙 

○【指導計画】教育課程の趣旨について、家庭や地域との共有を図る取組を行っていると答える割合

は、小学校では国をやや下回り、中学校では前回同様、国を上回った。 

○【授業改善】ＩＣＴを活用した授業は、小学校では国をやや上回り、中学校では国を上回った。小

学校、中学校ともに、同様の傾向が続いている。 

○【研修体制】小学校は、国と同程度、中学校は、国を大きく下回った。中学校については、同様の

傾向が続いている。 

○【地域との関わり】小学校は、国をやや上回り、中学校は、前回同様、大きく下回った。 

○【小中連携・小小連携】小学校、中学校ともに、平成 30年度より継続して国を大きく上回った。 

 



４ 今後の対応 

本調査結果を踏まえ、学力向上に向けて以下の取組を推進する。 

【授業改善に対する教育委員会の取組】 

○ 「主体的・対話的で深い学び」の実現に向け、リーフレットを作成し、各学校へ指導助言を行う。 

○ 学力向上推進リーダーを活用し、各校での学力分析や課題解消の取組を推進する。 

○ 教職員の資質向上に向け、研修講座の充実や校園内研修の活性化を図る。 

○ 基礎学力向上や各学校の課題解決に向けた短時間学習を推進する。 

○ 新聞や本、インターネット等の情報を活用した「調べ学習」を推進する。 

○ 「主体的・対話的で深い学び」の実現のためのツールとして ICT機器の活用を推進する。 

 

【基礎的環境に関する教育委員会による支援】 

○  勤務時間の適正化を推進し、教職員が子供と向き合う時間や、授業づくりの時間を確保できるように支援する。 

○ 教職員の研修の場を確保するとともに、校園内研修に対して外部指導者を派遣する。 

○ 放課後学習の実施に対して、人的支援を行う。 

○ 課題解消困難校に対して、人的支援を重点的に行う。 

○ 子供たちの豊かな学びを実現するため、ICT環境を充実させる。 

○ 様々な悩みや課題を抱える子供や保護者の相談・支援を行う。 

○ 不登校やいじめの未然防止に向けた取組を支援し、全ての子供にとっての魅力ある学校づくりを推進する。 

 


